
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※会場の座席には限りがございますので予めご了承ください。   

 

お問い合わせ：斗南病院 総務課 TEL011-231-2121 

心臓血管センター長 吉本 公洋先生より テーマについて 

下肢静脈瘤は血管がボコボコして目立つほか、自覚症状として下肢のだるさ、

重苦感、むくみ、痒みや痛み、こむら返りなどが特徴的です。外見が気になる、

症状が辛いなど日常生活に支障をきたすようであれば治療の適応です。 

治療の基本は弾性ストッキングを着用することによる圧迫療法です。着用で症

状は改善しますが原因を除去するわけではなく、根本治療は逆流する表在静

脈への手術となります。 

従来は静脈抜去術が行われていましたが、近年ではカテーテルを用いて静脈

内腔を焼灼したり接着閉塞させる血管内治療が主流になってきています。 

体への負担が少なく成績も良く保険適応です。静脈瘤の原因と程度を正確に

診断し、それに適した治療法を選択することが肝要と考えます。 


